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0  議 案－24件  

1件  

出
番
章
雄
教
育
長
 
 

平
成
 
 戟

帝
行
政
執
行
方
針
 
 

2
 
 

巧
丘
 
 年
度
 
 
 晶  

行
 
方
 
針
 
 

平
成
2
1
年
膣
定
期
監
査
報
告
 
 

（
第
3
次
〕
 
 

す
る
条
例
 
 

二
軍
幌
町
営
住
宅
管
押
条
例
の
一
 
 

部
を
改
正
す
る
条
例
 
 

q
羽
幌
町
営
作
宅
等
駐
車
場
管
理
 
 

条
例
 
 

。
北
海
道
市
町
村
総
合
事
商
融
合
 
 

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 
 

凸
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
 
 

組
A
U
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 
 

。
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
 
 

害
補
償
等
組
A
［
規
約
の
変
更
に
 
 
 

つ
い
て
 
 

。
平
成
2
1
年
度
羽
幌
山
一
拉
会
計
 
 

補
正
予
算
 
 

1
4
6
．
6
日
呂
千
円
追
加
 
 

。
羽
幌
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
 
 

条
例
の
…
部
畠
改
正
す
る
条
例
 
 

晶
幌
町
税
条
例
の
一
部
を
改
止
 
 

剛
 
 

。
羽
幌
町
政
育
施
設
整
備
基
金
条
 
 
 

例
 
 

。
羽
幌
町
営
住
宅
等
整
備
基
金
条
 
 

。
職
員
の
由
与
に
関
す
る
条
例
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 
 

∴
半
成
2
1
年
圧
制
幌
町
国
民
健
康
 
 
 

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 
 

呂
．
9
3
7
千
円
減
額
 
 

。
平
成
2
1
年
度
羽
幌
酎
老
人
保
健
 
 
 

医
睡
特
別
会
計
補
正
予
算
 
 

2
．
6
5
6
千
円
追
加
 
 

。
平
成
2
1
年
度
羽
幌
町
後
期
高
齢
 
 
 

者
医
療
特
別
会
計
浦
止
予
算
 
 

5
．
3
2
2
T
円
減
額
 
 

。
平
成
2
1
年
腔
羽
幌
町
介
護
保
険
 
 
 

事
業
特
別
会
計
補
止
予
算
 
 

2
6
2
千
円
減
額
 
 

中
平
成
2
1
年
度
羽
幌
町
下
水
道
事
 
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
 
 

2
呂
．
〇
〇
O
T
円
減
額
 
 

中 
由
一
般
会
計
 
 

5
．
6
3
〇
．
〇
〇
日
干
円
 
 

。
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
 
 

－
．
2
0
4
．
7
n
U
O
†
円
 
 

。
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
 
 

1
，
0
0
D
千
円
 
 

後
期
高
林
者
医
睦
特
別
会
計
 
 

1
n
＝
譜
．
艮
U
n
＝
‖
千
H
 
 

d
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
 
 

1
．
2
2
2
．
n
U
n
＝
V
八
‖
千
円
 
 
 



恕
羽
幌
町
監
査
喜
 
 

¶
 
Ⅷ
 
現
萱
異
米
澤
幸
姓
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
 
 

一
同
Ⅶ
 
′
打
℃
 
 

長
古
川
 
 

志
 
氏
を
選
任
 
 

‖
l
■
＿
l
■
＿
l
■
l
■
■
■
■
l
l
l
■
l
■
l
l
l
l
l
一
l
一
■
 
聴
聞
 
 

1
，
国
の
事
業
仕
分
け
等
に
伴
う
 
 

即
へ
の
影
響
に
つ
い
て
 
 

2
，
町
有
林
の
管
理
状
況
に
つ
い
 
 

て
 
 

3
．
⊥
下
水
道
事
業
施
設
の
現
地
 
 

視
察
に
つ
い
て
 
 

4
，
歯
丁
葉
の
振
興
北
び
に
雇
用
 
 

対
策
に
つ
い
て
 
 

5
．
留
萌
中
部
鹿
林
組
合
の
■
運
営
 
 

支
援
に
つ
い
て
 
 

6
．
緊
急
を
■
貸
す
る
所
管
事
項
に
 
 

つ
い
て
 
 

収
入
 
 
 

支
出
 
 

＊
資
本
的
 
 
 

収
入
 
 
 

支
出
 
 

8
下
水
道
事
業
特
別
会
計
 
 

5
4
6
，
3
0
0
千
円
 
 

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
 
 

5
2
．
1
0
ハ
U
†
円
 
 

。
水
道
事
業
会
計
 
 

＊
収
益
的
 
 

2
4
9
．
2
Ⅰ
4
干
円
 
 

2
6
5
．
〇
5
7
干
円
 
 

0
千
円
 
 

1
0
0
，
8
－
7
千
円
 
 

r
 

．
．
．
付
 

予
算
関
連
議
案
審
議
の
た
め
 
 

香
呂
良
 
 
熊
谷
 
俊
幸
 
 

副
委
員
長
 
 
大
山
新
太
郎
 
 

委
 
 
員
 
 
全
 
議
 
員
 
 

1
．
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
■
進
 
 

捗
状
況
に
つ
い
て
 
 

2
ヲ
緊
急
春
雲
す
る
所
管
事
■
現
に
 
 

つ
い
て
 
 

1
．
本
会
議
の
会
期
及
び
日
程
に
 
 

関
す
る
事
■
現
に
つ
い
て
 
 

2
．
議
会
の
運
営
等
に
関
す
る
事
 
 

項
に
つ
い
て
 
 

3
．
議
長
甲
訊
問
に
関
す
る
事
項
 
 

に
つ
い
て
 
 

3   



【
質
問
】
羽
幌
小
学
校
の
校
舎
改
 
 

築
に
つ
い
て
、
こ
の
度
校
舎
改
築
 
 

に
向
け
整
備
基
金
の
積
み
立
て
、
 
 

あ
る
い
は
耐
力
度
調
査
の
実
施
等
 
 

は
町
民
に
と
っ
て
も
明
る
い
ニ
ュ
 
 

ー
ス
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

築
5
5
年
、
校
舎
の
老
朽
化
は
激
 
 

し
く
児
童
が
安
心
し
て
学
習
で
き
 
 

る
教
育
環
境
を
還
る
た
め
建
設
年
 
 

度
を
明
ら
か
に
し
執
行
す
る
こ
と
 
 

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 
 

0
次
に
、
保
育
所
の
改
築
で
あ
り
 
 

ま
す
が
、
財
源
的
な
問
題
か
ら
先
 
 

送
り
と
な
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
小
 
 

学
校
の
改
築
と
合
わ
せ
保
育
所
を
 
 

併
設
し
て
は
と
の
意
見
も
あ
る
が
 
 

ど
う
か
。
 
 

◇
3
点
目
、
保
育
所
の
建
設
債
捕
 
 

地
の
一
つ
で
あ
っ
た
旧
役
場
跡
地
 
 

を
、
こ
の
度
農
協
に
売
却
し
た
い
 
 

と
の
幸
で
あ
る
が
、
他
に
候
補
地
 
 

が
あ
っ
て
の
こ
と
か
。
 
 

◇
最
後
に
、
保
育
所
の
園
長
の
公
 
 

募
が
あ
っ
た
が
、
墓
集
要
項
を
見
 
 

る
と
一
年
任
期
と
と
れ
る
が
、
園
 
 

の
責
任
者
が
毎
年
交
替
を
し
て
撞
 
 

宮
上
問
題
は
な
い
の
か
。
 
 

合
羽
幌
肋
撃
瞭
障
重
出
改
築
 
 

票
芯
董
璧
詣
重
患
琶
橿
語
岩
 
 

室
国
憲
作
東
畏
 
 

ま
た
、
町
長
は
 
「
町
営
化
の
方
向
 
 

性
を
見
定
め
な
が
ら
職
員
体
制
を
 
 

考
え
た
い
」
と
の
幸
で
あ
る
が
近
 
 

い
将
来
、
民
間
へ
の
委
託
を
考
え
 
 

て
の
こ
と
か
。
 
 
 

【
町
長
】
羽
幌
小
学
校
の
改
築
に
 
 

つ
い
て
は
、
校
舎
の
現
状
や
改
築
 
 

の
必
要
性
巷
十
分
に
理
解
し
な
が
 
 

ら
も
、
多
額
の
財
源
を
草
す
る
こ
 
 

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
2
4
年
度
か
ら
 
 

中
絶
台
振
興
計
．
画
期
間
中
に
お
け
 
 

る
早
期
着
工
甚
検
討
L
て
き
た
 
 

が
、
本
年
度
よ
り
計
．
幽
的
な
改
築
 
 

に
向
け
て
 
「
教
育
施
設
整
備
基
 
 

金
」
を
設
け
、
2
2
年
度
に
は
耐
力
 
 

圧
制
轟
を
尖
施
し
、
調
査
の
結
果
 
 

古
基
に
具
体
的
な
「
改
築
計
両
」
 
 

巷
立
て
早
期
建
設
在
日
指
し
て
準
 
 

備
左
し
て
い
重
た
い
と
考
え
て
い
 
 

ま
す
。
 
 

㊥
2
出
目
由
保
育
所
の
小
学
校
と
 
 

の
併
設
で
す
が
、
保
育
園
と
小
学
 
 

校
の
円
滑
な
つ
な
が
り
の
必
要
性
 
 

は
認
め
る
が
、
教
育
内
容
や
指
導
 
 

方
法
の
違
い
、
設
置
日
的
が
異
な
 
 

る
こ
と
か
ら
併
設
に
は
課
題
が
多
 
 

く
、
現
時
点
で
は
併
設
は
考
え
て
 
 

い
ま
せ
ん
。
 
 

㊥
3
点
R
の
保
育
所
の
建
設
で
あ
 
 

る
が
、
担
当
課
で
は
建
設
罷
備
茸
、
 
 

保
育
所
通
常
の
財
源
在
含
め
検
討
 
 

を
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

「
認
定
こ
ど
も
出
」
を
含
め
国
 
 

の
施
策
が
今
年
示
さ
れ
る
の
で
、
 
 

新
し
い
情
報
が
提
供
で
き
る
時
点
 
 

で
検
討
零
員
全
巻
開
催
し
た
い
と
 
 

考
え
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
施
設
 
 

の
骨
格
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
 
 

か
ら
未
定
で
あ
り
ま
す
。
 
 

㊥
4
点
日
の
出
長
の
件
期
で
あ
り
 
 

ま
す
が
、
一
定
の
期
間
を
定
め
任
 
 

用
の
更
新
を
す
る
予
定
で
す
。
 
 
 

保
育
所
の
将
来
の
民
習
化
に
つ
 
 

い
て
は
、
行
政
の
簡
素
化
を
図
る
 
 

た
め
、
民
間
で
出
来
る
も
は
民
間
 
 

に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 
 

【
質
問
】
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
 
 

て
財
政
の
厳
し
さ
は
理
解
す
る
が
 
 

そ
う
時
間
の
お
け
る
も
の
で
は
な
 
 

い
。
振
興
計
画
の
期
間
中
に
お
け
 
 

る
早
期
着
工
と
言
わ
れ
る
が
そ
れ
 
 

は
い
つ
か
。
 
 

【
町
長
】
 
2
2
年
瞳
の
調
香
の
結
果
 
 

を
共
に
描
り
な
く
進
め
た
い
が
、
 
 

現
段
階
で
は
建
設
年
暗
右
二
不
せ
な
 
 

い
が
、
そ
の
後
の
調
香
よ
此
計
。
 
 

補
助
申
請
な
ど
の
手
続
き
等
も
あ
 
 

り
着
⊥
ま
で
3
年
伸
ば
か
か
る
も
 
 

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 

【
質
問
】
現
時
点
で
事
業
費
の
総
 
 

額
を
ど
れ
位
に
お
さ
え
、
基
金
の
 
 

積
み
立
て
目
標
額
は
ど
の
程
度
な
 
 

の
か
。
団
の
補
助
率
は
ど
の
位
見
 
 

込
め
る
の
か
。
 
 

【
学
校
管
理
課
長
】
 
 
 

羽
幌
町
の
類
似
町
村
を
参
考
に
 
 

す
る
と
、
1
■
平
方
 
2
2
～
準
力
円
 
 

で
仮
に
校
舎
面
積
巷
4
干
平
方
と
 
 

L
て
的
川
億
円
と
な
る
。
そ
の
他
 
 

解
体
⊥
事
費
や
外
横
丁
事
等
を
台
 
 

4   



め
る
と
拍
数
億
円
と
な
る
。
 
 

国
む
補
助
率
は
川
分
の
5
一
5
程
度
で
 
 

す
。
 
 

【
質
問
】
保
育
所
を
併
設
す
る
と
 
 

課
題
が
多
い
と
の
こ
と
だ
が
そ
の
 
 

課
題
と
は
何
か
。
 
 

【
教
育
長
】
肋
・
保
・
小
の
連
携
 
 

の
重
要
件
は
意
識
L
て
い
る
が
生
 
 

活
ス
タ
イ
ル
の
■
違
い
等
ハ
ー
ド
の
 
 

而
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 
 

【
質
問
】
経
済
面
か
ら
見
る
と
併
 
 

設
が
よ
い
の
で
は
、
そ
の
こ
と
に
 
 

よ
り
時
に
は
年
齢
差
の
違
う
子
達
 
 

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
 
 

給
金
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
メ
リ
 
 

ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
 
 

【
町
長
】
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
 
 

帝
の
中
で
ハ
ー
ド
．
面
を
、
財
政
的
 
 

な
面
か
ら
論
議
す
べ
き
で
は
な
い
 
 

と
考
え
て
い
る
。
勿
論
、
連
携
由
 
 

人
糾
さ
は
十
分
に
理
解
L
て
い
る
 
 

が
、
保
育
園
の
中
で
忘
れ
が
ち
な
 
 

こ
と
は
、
低
年
齢
層
…
q
歳
児
か
 
 

ら
2
歳
児
む
千
連
中
保
育
も
さ
れ
 
 

て
い
る
こ
と
で
㌻
。
そ
う
L
た
こ
 
 

と
を
考
え
る
と
併
設
は
無
理
が
あ
 
 

る
と
出
心
い
ま
す
。
 
 

【
質
問
】
建
設
予
定
地
は
ど
の
よ
 
 

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 
 

【
町
長
】
検
討
委
員
会
に
は
保
育
 
 

所
の
今
後
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
 
 

考
え
を
求
め
て
い
た
が
、
敷
地
ま
 
 

で
に
も
発
展
L
て
い
た
こ
と
に
戸
 
 

惑
い
が
あ
る
。
土
地
の
決
定
に
つ
 
 

い
て
ほ
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
観
点
 
 

も
含
め
て
多
方
面
か
ら
論
議
が
必
 
 

稟
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 

【
質
問
】
 
幼
保
一
元
化
し
 
総
合
的
 
 

な
施
設
の
建
設
。
運
営
面
で
民
間
 
 

に
任
せ
る
も
の
は
民
間
に
と
言
わ
 
 

れ
る
が
、
再
度
確
認
を
し
た
い
山
 
 

【
町
長
】
 
民
間
に
寄
託
と
い
う
考
 
 

え
方
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
民
 
 

に
任
せ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
の
 
 

民
が
受
け
帆
に
な
り
得
る
の
か
等
 
 

今
後
テ
i
プ
ル
に
載
せ
、
そ
の
方
 
 

向
を
見
極
め
な
が
■
ら
出
来
る
だ
け
 
 

迅
速
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
 
 
 

【
Q
】
行
政
サ
【
ビ
ス
コ
ー
ナ
一
 
 

郎
利
用
基
地
に
つ
い
て
。
 
 

H
A
】
2
1
年
産
卵
利
用
者
は
描
人
、
 
 

（
月
平
均
準
入
超
度
）
 
 

【
Q
】
月
平
均
2
3
人
程
度
で
あ
れ
 
 

ば
．
臼
に
一
人
か
∴
人
の
利
用
者
 
 

し
か
い
な
い
。
賃
貸
料
ほ
年
間
3
0
 
 

力
‖
程
度
で
あ
る
が
、
職
員
が
毎
 
 

日
立
代
で
従
事
し
て
い
る
。
職
員
 
 

の
労
力
を
計
算
す
る
と
、
こ
の
頃
 
 

前
に
必
■
葛
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
 
 

る
。
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
る
 
 

現
在
、
川
北
由
老
人
福
祉
セ
ン
タ
 
 

ー
近
郊
に
あ
れ
ば
と
言
う
声
が
聞
 
 

こ
え
て
く
皐
。
今
後
も
場
所
も
含
 
 

め
、
継
続
し
て
行
く
考
え
な
の
 
 

か
。
 
 

【
A
】
 
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
そ
の
 
 

も
の
■
の
状
況
が
患
い
の
か
、
他
の
 
 

利
用
の
仕
方
が
な
い
の
か
苛
様
々
 
 

な
観
点
か
ら
今
後
の
課
題
と
し
た
 
 
 

ヽ
・
口
 
 

し
 
 

【
Q
】
人
づ
く
り
事
業
補
助
金
釘
 
 

利
用
さ
れ
て
い
る
お
も
な
内
嚢
と
 
 

利
用
件
数
に
つ
い
て
。
 
 
 

r
l
A
】
 
■
平
成
2
1
年
荘
は
－
件
で
高
 
 

校
の
教
員
が
ニ
ュ
ト
烏
′
【
ラ
ン
ド
 
 

の
ラ
ク
ビ
【
合
宿
に
1
5
万
円
程
補
 
 

助
し
て
い
る
。
 
 

門
Q
L
J
利
用
件
数
が
少
な
い
釘
は
、
 
 

縛
り
が
菖
「
■
す
ぎ
る
の
■
で
は
な
い
 
 

か
、
委
員
会
等
の
意
見
を
聞
き
、
 
 

規
則
等
を
見
直
し
活
用
し
や
す
い
 
 

よ
う
な
方
向
を
考
え
て
故
L
い
。
 
 

【
Q
】
地
デ
ジ
放
送
施
設
奨
励
金
 
 

の
内
容
に
つ
い
て
。
 
 

【
A
】
 
民
間
の
テ
レ
ビ
会
社
5
祉
 
 

が
巾
継
設
備
を
整
備
し
そ
の
設
備
 
 

に
出
走
賛
推
税
が
か
か
る
た
め
、
 
 

そ
甲
税
に
見
A
U
う
分
を
3
年
間
に
 
 

限
り
奨
励
金
と
し
て
支
接
し
た
 
 

い
。
他
町
村
も
支
援
L
て
い
る
。
 
 

【
Q
】
地
デ
ジ
に
問
L
て
は
、
暁
 
 

尻
の
西
浦
地
区
が
外
れ
る
。
そ
の
 
 

対
応
に
つ
い
て
。
 
 

r
。
A
】
窓
口
の
■
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
 
 

1
に
照
会
L
た
と
こ
ろ
、
西
浦
地
 
 

区
に
つ
い
て
は
、
枝
幸
の
方
に
あ
 
 

る
ア
ン
テ
ナ
。
シ
リ
コ
マ
中
継
所
 
 

か
ら
受
信
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
 
 

ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
 
 

に
は
そ
の
地
区
の
調
査
古
窯
施
す
 
 

る
と
の
こ
と
。
そ
の
結
果
を
待
っ
 
 

て
検
討
L
た
い
。
 
 

【
Q
】
島
の
什
民
も
地
デ
ジ
対
応
 
 

の
二
丁
レ
ビ
の
人
れ
替
え
が
始
ま
っ
 
 

て
い
る
。
問
題
な
の
は
関
目
K
す
 
 

ら
受
信
料
来
な
い
と
吉
う
現
状
で
 
 

あ
る
、
そ
れ
ら
も
調
査
L
島
民
に
 
 

も
説
明
願
い
た
い
。
 
 
 

【
Q
】
離
島
航
路
由
■
欠
損
金
が
増
 
 

栢
と
な
っ
て
い
る
ひ
以
前
は
】
値
 
 
 



円
弱
で
推
移
L
て
い
た
が
、
2
2
年
 
 

度
欠
椙
は
約
1
億
呂
千
万
円
、
町
 
 

補
助
金
的
2
千
7
古
万
H
。
増
額
 
 

と
な
っ
て
い
る
理
山
と
こ
こ
数
年
 
 

の
推
移
に
つ
い
て
。
 
 
 

【
A
】
過
去
5
年
間
の
推
移
で
、
 
 

毎
年
旅
客
数
が
5
千
人
前
後
の
幅
 
 

で
落
ち
て
い
る
の
と
、
経
済
危
機
 
 

の
あ
お
り
在
受
け
て
、
灯
油
・
重
 
 

油
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
が
、
 
 

国
の
特
例
措
置
で
、
こ
れ
ま
で
2
0
 
 

年
席
ま
で
は
6
0
～
和
％
前
後
の
補
 
 

助
率
で
推
移
L
て
い
た
が
、
2
1
年
 
 

度
ほ
猥
％
の
補
助
率
と
な
っ
た
。
 
 

昨
年
は
、
た
ま
た
ま
朗
％
と
一
■
一
■
u
う
 
 

高
額
補
助
で
あ
っ
た
が
、
2
2
年
度
 
 

は
そ
の
1
年
繭
の
錮
年
度
並
と
想
 
 

定
L
和
％
の
補
助
率
で
推
計
L
た
。
 
 

【
Q
】
収
益
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
 
 

で
い
る
の
に
繹
柴
は
殆
ど
変
わ
ら
 
 

な
い
。
年
間
の
町
補
助
金
が
2
千
 
 

7
打
万
円
出
て
く
る
と
な
れ
ば
変
 
 

化
が
人
き
す
ぎ
る
。
こ
れ
を
ず
っ
 
 

と
認
め
る
と
■
亭
り
事
は
問
題
だ
と
 
 

思
う
、
町
の
認
識
は
。
 
 

［
A
】
現
在
、
運
輸
局
と
道
と
協
 
 

議
を
L
て
、
危
機
認
識
は
持
っ
て
 
 

い
る
。
現
在
の
連
絡
会
議
巷
拡
人
 
 

し
た
形
で
改
善
協
議
会
甚
4
月
に
 
 

立
上
げ
る
事
で
協
議
L
て
い
る
。
 
 

改
善
協
議
会
の
巾
で
は
、
1
年
間
 
 

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
け
、
改
善
 
 

計
画
を
策
定
す
る
。
そ
甲
中
で
新
 
 

造
船
の
計
画
も
含
め
て
、
抜
本
的
 
 

な
改
善
の
■
計
画
を
立
て
る
。
 
 

【
Q
】
離
島
航
路
欠
損
補
助
金
は
 
 

今
後
も
特
別
交
付
税
で
柿
て
ん
が
 
 

見
込
め
る
の
か
。
 
 

【
A
】
今
後
に
お
い
て
も
、
特
別
 
 

史
村
税
で
補
填
し
て
い
た
だ
く
事
 
 

は
確
認
L
て
い
る
。
 
 

【
Q
】
今
年
度
の
繰
越
明
許
費
で
 
 

離
島
地
区
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
 
 

業
2
債
甘
千
8
百
万
円
の
最
終
的
 
 

な
補
助
率
に
つ
い
て
。
 
 

【
A
】
町
の
負
担
と
L
て
ほ
、
1
 
 

千
6
百
万
円
程
度
で
、
こ
の
部
分
 
 

は
辺
地
債
の
封
象
と
な
り
■
、
実
質
 
 

的
な
町
負
担
は
3
百
万
円
程
度
と
 
 

な
り
、
草
月
補
正
時
点
か
ら
約
半
 
 

分
の
相
で
整
備
が
可
能
。
 
 

【
Q
】
祉
協
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
柾
協
に
 
 

指
定
管
理
者
と
L
た
時
、
職
員
の
 
 

給
与
体
系
の
見
直
L
等
由
事
務
作
 
 

業
の
■
為
、
町
が
そ
れ
に
見
八
u
う
人
 
 

件
費
を
甫
助
L
、
常
務
理
事
体
制
 
 

に
し
た
ひ
 
そ
の
事
務
作
業
も
終
了
 
 

し
た
と
思
う
が
、
今
回
、
会
長
に
 
 

な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
の
 
 

理
由
で
会
長
兼
常
輯
理
事
と
な
っ
 
 

た
。
現
在
の
■
状
況
で
の
会
長
職
は
 
 

責
任
が
重
く
、
会
長
を
受
け
て
く
 
 

れ
る
人
は
い
な
い
。
こ
の
際
、
本
 
 

来
の
社
協
の
業
務
と
特
老
を
切
り
 
 

離
L
別
法
人
に
指
定
管
理
す
べ
き
 
 

と
思
う
が
。
 
 

【
A
】
祉
協
ほ
公
的
の
強
い
法
人
 
 

で
あ
り
、
将
来
も
っ
と
も
っ
と
独
 
 

自
性
の
持
っ
た
自
分
連
中
力
で
動
 
 

け
■
る
こ
と
が
理
想
だ
、
そ
れ
巷
R
 
 

指
L
た
組
織
だ
と
思
っ
て
い
る
。
 
 

【
Q
】
被
用
者
小
学
校
修
了
前
特
 
 

例
給
付
は
ど
申
様
な
子
供
達
が
対
 
 

象
に
な
る
の
か
。
 
 

【
A
】
被
用
者
〔
雇
わ
れ
て
い
る
 
 

方
〕
非
被
用
者
〔
日
常
業
の
■
方
〕
 
 

の
違
い
で
、
巳
ハ
休
的
に
は
、
国
民
 
 

年
金
。
厚
生
年
金
を
掛
け
て
い
る
 
 

か
に
分
か
れ
、
小
学
校
を
卒
業
す
 
 

【
Q
】
女
性
特
有
の
■
が
ん
検
診
は
 
 

出
来
る
だ
け
早
い
う
ち
、
中
学
轄
 
 

あ
た
り
■
か
ら
検
査
を
実
施
L
た
ほ
 
 

う
が
よ
り
効
果
が
あ
る
と
吉
わ
れ
 
 

て
い
る
。
他
町
村
は
単
独
で
実
施
 
 

L
て
い
る
町
村
が
増
え
て
い
る
。
 
 

こ
の
内
容
は
町
は
ど
の
様
に
考
え
 
 

て
い
る
の
か
。
 
 

【
A
】
い
期
が
ん
の
発
見
と
・
■
一
一
］
う
 
 

こ
と
で
継
続
L
て
実
施
L
て
い
る
 
 

婦
人
科
検
診
に
加
え
て
．
†
成
2
1
年
 
 

蛙
ほ
国
の
全
額
補
助
で
女
性
特
有
 
 

の
が
ん
検
診
事
業
と
L
て
、
乳
が
 
 

ん
、
子
宮
が
ん
検
診
巷
尖
施
し
た
。
 
 

2
2
年
度
は
前
年
度
と
同
じ
内
容
の
 

検
診
を
国
2
分
の
1
補
助
、
残
り
 
 

2
分
の
1
は
町
負
担
と
L
て
実
施
 
 

す
る
。
2
3
年
度
は
国
の
方
針
が
決
 
 

定
し
て
か
ら
検
討
す
る
。
 
 

【
Q
】
町
単
独
で
実
施
す
る
考
え
 
 

は
な
い
か
。
 
 

【
A
】
単
独
で
ほ
考
え
て
い
な
い
。
 
 

【
Q
】
町
の
申
独
事
業
と
し
て
検
 
 

討
す
べ
喜
、
方
向
性
を
伺
う
。
 
 
 

る
ま
で
の
子
供
に
対
し
支
払
っ
て
 
 

い
た
も
の
。
新
年
度
か
ら
は
子
供
 
 

手
当
に
な
る
が
、
今
年
の
2
ち
3
 
 

月
分
に
コ
い
て
は
児
童
手
当
で
支
 
 

給
す
る
事
に
な
る
。
 
 

【
A
】
女
件
特
有
由
が
ん
検
診
は
 
 

2
1
年
度
国
の
施
策
で
実
施
し
た
が
、
 
 

町
で
は
乳
が
ん
子
吉
検
診
は
継
続
 
 

し
て
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
2
1
 
 

年
軽
は
子
宮
が
ん
順
年
齢
化
と
L
 
 

て
町
単
独
で
日
数
を
増
や
L
春
と
 
 

秋
に
実
施
。
出
来
る
だ
け
受
診
L
 
 

や
す
い
よ
う
に
、
経
緯
を
見
な
が
 
 

ら
検
討
し
て
い
く
。
 
 
 

【
Q
】
 
子
吉
跨
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
 
 

ン
に
つ
い
て
、
他
町
村
も
独
自
で
 
 

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 
 

羽
幌
町
も
単
独
で
考
え
る
時
期
で
 
 

は
な
い
か
。
 
 

【
A
】
 
ワ
ク
チ
ン
は
謡
山
止
さ
れ
て
 
 

い
る
が
、
そ
の
効
果
や
供
給
言
寄
 
 

に
つ
い
て
は
、
不
確
定
部
分
が
あ
 
 

る
た
め
、
今
後
色
々
な
用
膣
か
ら
 
 

検
討
L
た
い
。
 
 

【
Q
】
合
併
処
押
浄
化
槽
設
置
補
 
 

助
の
■
予
算
が
昨
年
度
よ
り
人
幅
に
 
 

増
額
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
群
山
 
 

は
。
 
 

【
A
】
共
木
由
に
は
卜
水
道
エ
リ
 
 

ア
以
外
に
つ
い
て
合
併
浄
化
槽
は
 
 

唯
一
の
水
洗
化
で
あ
り
、
同
・
町
 
 

の
捕
助
に
つ
い
て
P
R
し
、
こ
れ
 
 

ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
行
く
た
 
 

め
、
本
年
度
は
1
0
其
設
置
の
子
利
心
 
 

与
党
て
予
算
を
計
上
し
た
。
 
 

【
Q
】
大
壷
、
焼
尻
緊
急
患
者
輸
 
 

送
に
つ
い
て
、
現
在
、
ド
ク
タ
1
 
 

ヘ
リ
が
配
備
さ
れ
た
。
新
年
度
の
 
 
 



予
算
計
上
は
、
従
来
ヘ
リ
が
な
い
 
 

と
き
と
色
々
検
討
さ
れ
た
と
思
う
 
 

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
含
め
今
 
 

晩
ど
う
利
用
し
て
い
く
の
か
と
予
 
 

算
計
上
の
理
由
に
つ
い
て
。
 
 

［
A
】
医
師
の
承
認
の
■
も
と
に
、
 
 

気
象
条
件
等
で
フ
ェ
リ
ー
が
欠
航
 
 

の
場
合
等
そ
の
患
者
の
状
況
を
判
 
 

断
L
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
巡
視
船
を
 
 

依
願
L
ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
 
 

は
夜
間
は
運
行
出
来
な
い
苛
も
あ
 
 

り
漁
船
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

本
年
度
の
■
実
績
は
、
天
亮
一
件
 
 

〓
回
l
Ⅲ
方
円
〕
、
暁
尻
．
一
件
で
 
 

〔
．
回
7
万
5
干
円
〕
 
予
辞
計
上
 
 

L
た
。
 
 

【
Q
】
田
明
中
・
北
部
通
年
雇
用
 
 

促
進
協
議
会
に
つ
い
て
、
現
協
議
 
 

会
は
平
成
1
9
年
3
J
l
未
で
こ
れ
ま
 
 

で
の
季
節
労
働
者
の
冬
期
講
習
事
 
 

業
が
全
く
な
く
な
る
と
言
う
こ
と
 
 

で
、
平
成
1
9
年
川
月
よ
り
2
2
年
ヨ
 
 

月
末
ま
で
の
時
限
立
法
と
し
て
設
 
 

け
ら
れ
た
も
の
■
で
す
。
 
 
 

し
か
L
、
こ
の
 
「
通
念
■
雇
用
促
 
 

進
協
議
会
」
な
る
も
の
■
は
、
季
節
 
 

労
働
者
に
剖
L
仕
事
を
与
え
賃
金
 
 

を
支
払
う
と
言
う
も
の
■
で
あ
り
ま
 
 

せ
ん
。
各
企
業
へ
の
通
念
雇
用
要
 
 

請
や
、
季
節
労
働
者
へ
の
講
習
や
 
 

講
座
に
よ
り
■
技
能
・
技
術
甲
向
⊥
 
 

巷
間
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
収
 
 

入
而
で
は
皆
触
で
あ
り
ま
す
。
 
 

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
こ
れ
ま
で
 
 

申
効
果
に
つ
い
て
ど
う
か
。
 
 

【
A
】
 
こ
れ
は
苫
前
か
ら
天
塩
ま
 
 

で
の
広
域
的
協
議
会
を
設
け
て
い
 
 

る
。
柑
年
蛙
は
目
標
の
1
0
名
に
対
 
 

L
、
6
名
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
 
 

た
。
2
0
年
度
ほ
目
槙
拍
名
で
‖
名
 
 

と
い
う
宋
績
で
あ
る
。
 
 
 

今
ま
で
は
事
務
所
を
別
個
に
構
 
 

え
て
相
談
窓
じ
巷
ぉ
き
な
が
っ
b
訪
 
 

問
活
動
右
L
て
い
た
が
、
窓
∪
へ
 
 

来
る
散
が
少
な
い
の
で
、
今
年
度
 
 

か
■
ら
事
務
所
巻
本
庁
舎
に
移
管
し
 
 

業
務
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
L
た
。
 
 

【
Q
】
 
こ
の
協
議
会
が
Ⅰ
年
後
ど
 
 

う
な
る
か
判
ら
な
い
が
、
一
■
亘
え
る
 
 

こ
と
は
北
海
道
、
そ
L
て
こ
の
■
地
 
 

方
に
は
季
節
労
働
者
が
非
常
に
多
 
 

い
と
一
■
．
■
］
う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
何
 
 

ら
か
の
対
策
を
同
や
道
に
要
請
す
 
 

る
こ
と
、
町
も
そ
の
声
を
上
げ
て
 
 

い
く
必
蛍
が
あ
る
と
思
う
。
 
 

【
A
】
季
節
労
働
者
甲
賀
ま
り
に
 
 

は
よ
く
参
加
し
て
事
情
ほ
聞
い
て
 
 

い
る
。
大
変
だ
と
言
う
こ
と
も
認
 
 

識
し
て
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
企
 
 

業
の
■
活
性
化
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
 
 

っ
て
雇
用
の
■
広
が
り
が
出
て
く
る
 
 

と
思
う
。
各
市
町
村
の
首
長
も
皆
 
 

考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
雇
用
 
 

の
場
を
催
促
し
、
安
達
し
た
、
安
 
 

心
L
て
暮
ら
せ
地
域
の
活
性
化
に
 
 

向
け
行
動
L
て
い
き
た
い
。
 
 

【
Q
］
離
島
漁
業
再
生
立
探
査
付
 
 

金
に
つ
い
て
、
貝
体
的
に
ど
の
■
様
 
 

な
メ
ニ
ュ
2
か
ひ
 
 

【
A
】
 
1
7
年
度
よ
り
の
継
続
事
業
 
 

で
ウ
ニ
の
口
然
放
流
、
移
植
放
流
 
 

が
主
体
で
、
新
L
い
事
業
と
L
て
 
 

丘
∴
〃
中
旬
ま
で
に
道
に
促
進
計
画
 
 

を
州
さ
ね
ば
な
■
ら
な
い
。
今
進
め
 
 

て
い
る
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
 
 

【
Q
L
J
 
こ
の
交
付
金
の
A
′
捜
の
見
 
 

通
L
は
。
 
 

【
A
】
 
1
7
年
度
に
始
ま
り
、
2
1
年
 
 

3
月
で
5
年
間
由
事
業
は
終
了
す
 
 

る
。
2
2
年
蛙
よ
り
新
規
事
業
と
し
 
 

て
5
年
間
、
2
6
年
蛙
ま
で
取
り
組
 
 

ま
れ
る
。
 
 

【
Q
】
後
継
者
甲
育
成
な
ど
も
含
 
 

ま
れ
る
の
か
。
 
 

【
A
】
交
付
金
の
抑
常
に
つ
い
て
 
 

は
創
意
丁
夫
が
主
眼
で
あ
る
。
ソ
 
 

フ
ト
部
分
に
つ
い
て
は
地
域
と
の
 
 

話
L
合
い
の
■
中
で
射
り
■
組
む
。
 
 

［
Q
】
農
業
被
害
貸
付
当
会
利
√
 
 

補
助
金
の
内
容
は
。
 
 

【
A
】
 
封
年
度
の
広
域
的
冷
 
 

害
に
刺
す
る
黄
金
の
借
り
入
 
 

れ
に
刺
す
る
利
子
補
齢
で
、
 
 

町
の
利
子
補
給
車
ほ
け
．
4
 
 

5
％
と
な
っ
て
い
る
ひ
 
 

【
Q
】
件
数
は
ど
う
か
。
 
 

【
A
】
件
数
は
3
5
件
、
融
資
 
 

組
軸
は
日
】
9
∩
＝
＝
万
円
で
 
 

あ
る
。
 
 

【
Q
】
 
め
ん
草
地
■
几
消
費
奨
 
 

励
補
助
金
田
内
容
は
。
 
 

【
A
】
地
元
ブ
ラ
ン
ド
を
地
 
 

元
に
定
着
さ
せ
る
と
言
う
こ
 
 

と
で
、
購
入
柿
助
与
す
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

巾
昧
ほ
要
綱
を
つ
く
り
商
店
 
 

の
什
入
れ
価
額
に
補
助
金
を
 
 

つ
け
購
入
L
や
す
く
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

【
Q
】
 
訓
年
度
に
指
定
管
恕
者
制
 
 

度
と
な
り
、
町
民
の
■
還
元
に
つ
い
 
 

て
政
策
的
に
出
す
と
の
こ
と
で
あ
 
 

っ
た
が
具
体
的
に
は
。
 
 

【
A
】
試
算
⊥
で
は
あ
る
が
、
枝
 
 

肉
が
現
在
5
．
臼
口
0
円
で
卸
さ
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
キ
ロ
当
 
 

た
り
2
．
5
0
0
円
の
補
助
を
す
 
 

れ
ば
、
購
買
価
額
を
5
，
0
0
0
 
 

H
程
に
で
き
る
。
指
定
管
理
者
と
 
 

も
話
し
A
＝
い
、
も
う
少
し
下
げ
る
 
 

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
販
売
の
時
 
 

期
は
一
番
需
婁
の
あ
る
瞳
廟
に
合
 
 

わ
せ
、
．
定
期
問
の
予
約
販
売
を
 
 

考
え
て
い
る
。
 
 

－7－   



【
Q
】
農
業
試
験
所
彗
で
予
算
が
 
 

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ビ
 
 

ル
ベ
リ
1
の
■
試
験
栽
培
を
拡
大
す
 
 

る
と
言
う
こ
と
か
。
 
 

【
A
】
試
験
所
賛
の
多
く
は
ほ
場
 
 

謳
備
で
あ
る
。
 
 

【
Q
】
森
林
組
A
［
の
件
で
組
合
に
 
 

1
ユ
山
＝
U
爪
‖
．
カ
円
浦
助
を
し
た
が
、
民
 
 

有
林
振
興
普
及
事
業
補
助
金
2
5
 
 

日
万
円
に
入
っ
て
い
る
の
か
。
 
 
 

【
A
】
 
予
算
書
の
印
刷
が
2
月
上
 
 

旬
で
、
そ
の
時
点
で
1
ハ
リ
n
＝
万
円
 
 

補
助
の
松
坂
い
が
決
ま
っ
て
い
な
 
 

か
っ
た
の
で
一
括
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

そ
の
後
、
話
し
A
［
い
田
中
で
、
今
 
 

ま
で
甲
碍
導
補
助
金
と
分
け
て
、
 
 

経
営
補
助
金
と
L
て
計
上
す
る
こ
 
 

と
に
な
り
、
執
行
段
階
で
は
留
萌
 
 

中
部
森
林
組
A
［
経
営
神
助
金
1
け
 
 

持
万
円
と
言
う
こ
と
で
執
行
す
る
 
 

の
で
ご
「
1
承
い
た
だ
き
た
い
。
 
 

【
Q
】
組
合
が
継
続
し
て
い
け
る
 
 

の
■
か
ど
う
か
、
職
員
体
制
を
A
己
め
 
 

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 
 

【
A
】
職
員
体
制
で
あ
る
が
、
経
 
 

理
関
係
で
は
1
月
よ
り
臨
時
雇
用
 
 

し
4
〃
以
降
も
継
続
、
現
場
関
係
 
 

で
は
3
月
よ
り
雇
用
さ
れ
る
こ
と
 
 

に
な
っ
て
い
る
む
苫
前
に
お
い
て
 
 

緊
急
雇
用
創
〓
事
業
釘
活
用
で
4
 
 

月
よ
り
1
年
間
雇
用
と
言
う
こ
と
 
 

で
進
ん
で
い
る
。
 
 

【
Q
】
鳥
獣
某
防
止
臨
∧
日
射
策
事
 
 

菜
摘
地
金
の
■
内
容
に
つ
い
て
。
 
 
 

【
A
】
鹿
の
電
牧
柵
の
設
置
で
あ
 
 

る
。
総
延
長
9
4
．
5
り
∩
‖
n
‖
メ
【
 
 

ト
ル
、
受
益
戸
数
毀
戸
。
2
分
の
 
 

1
町
晴
朗
。
こ
の
事
業
の
尊
舶
。
 
 

要
領
は
こ
れ
か
ら
道
が
整
備
す
る
 
 

の
で
、
そ
れ
巷
持
っ
て
申
請
L
実
 
 

施
す
る
。
 
 
 

【
Q
】
 
め
ん
羊
牧
場
の
件
で
あ
る
 
 

が
、
併
せ
て
2
．
〇
O
n
万
古
越
 
 

え
る
事
業
の
内
裏
と
時
期
に
つ
い
 
 

て
。
 
 

【
A
】
乾
草
舎
常
備
工
事
で
あ
る
 
 

が
、
飼
育
頭
数
が
増
え
て
き
た
の
 
 

で
保
帯
場
所
が
必
■
砦
と
な
「
て
い
 
 

る
。
 
 

別
年
度
に
間
伐
材
の
■
活
用
と
一
言
う
 
 

こ
と
で
、
森
林
整
備
加
速
化
林
業
 
 

再
生
事
業
が
設
け
ら
れ
、
間
伐
材
 
 

の
フ
ル
活
用
左
す
る
た
め
道
は
同
 
 

の
補
助
で
基
金
帯
み
立
て
L
、
そ
 
 

聖
華
金
を
遺
の
産
業
再
ヰ
協
議
会
 
 

を
設
け
連
用
し
て
い
く
。
こ
の
■
協
 
 

議
会
の
も
と
に
市
町
村
単
位
で
地
 
 

区
部
会
を
設
け
、
事
業
の
推
進
を
 
 

阿
る
ひ
乾
草
舎
ほ
間
伐
材
を
利
用
 
 

す
る
こ
と
で
、
こ
の
事
業
を
利
用
 
 

L
た
ひ
 
 

［
Q
】
体
験
学
習
等
と
甲
内
容
も
 
 

あ
り
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
 
 

も
併
せ
て
説
明
を
。
 
 

【
A
】
内
示
が
来
る
の
は
4
月
卜
 
 

旬
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
 
 

裏
地
設
計
に
入
り
、
6
月
か
ら
9
 
 

月
に
か
け
て
本
体
事
業
毎
考
え
で
 
 

い
る
。
 
 

【
Q
】
観
光
客
が
景
色
を
眺
め
休
 
 

む
と
こ
ろ
が
な
い
。
簡
単
な
軽
食
 
 

等
の
休
み
ど
こ
ろ
が
翫
L
い
が
。
 
 

［
A
】
萌
州
プ
ア
－
ム
の
方
で
自
 
 

前
の
施
設
を
利
川
し
、
や
り
た
い
 
 

と
L
て
い
た
が
、
ま
だ
で
あ
る
。
 
 

町
と
L
て
〓
荘
非
進
め
て
欲
L
い
と
 
 

思
っ
て
い
る
。
 
 

【
Q
】
も
L
某
金
が
あ
ま
り
、
来
 
 

年
以
降
も
続
い
て
い
く
こ
と
が
あ
 
 

る
の
か
。
 
 

H
A
】
 
2
2
年
、
2
3
年
甲
事
業
と
し
 
 

て
募
集
し
た
が
、
準
年
全
道
的
に
 
 

か
な
り
吾
が
出
て
担
年
度
に
つ
い
 
 

て
は
出
来
な
い
。
2
2
年
で
も
大
型
 
 

の
も
田
は
出
来
な
い
も
の
が
あ
っ
 
 

た
。
小
さ
い
も
の
と
L
て
小
平
、
 
 

羽
幌
が
採
択
さ
れ
た
。
 
 

【
Q
】
野
牛
動
物
封
策
に
つ
い
て
、
 
 

天
売
の
海
鳥
繁
殖
地
の
保
全
に
つ
 
 

い
て
規
■
花
環
塙
庁
が
中
心
に
な
り
 
 

ウ
ミ
ガ
ラ
ス
の
保
全
を
L
て
い
る
。
 
 

環
境
保
全
は
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
の
み
で
 
 

な
い
。
町
が
海
鳥
繁
殖
保
護
の
た
 
 

め
実
施
さ
れ
る
と
対
策
ほ
。
 
 

【
A
】
町
が
直
接
的
に
保
護
対
器
 
 

の
た
め
の
予
算
は
取
っ
て
な
い
。
 
 

【
Q
】
什
民
が
持
ち
込
ん
だ
と
田
心
 
 

わ
れ
る
ペ
ッ
ト
が
繁
殖
L
、
食
害
 
 

を
与
え
て
い
る
。
何
と
か
出
来
な
 
 

【
Q
】
値
苧
旅
行
誘
致
事
業
に
つ
 
 

い
て
、
ど
の
様
な
運
動
、
支
援
を
 
 

L
て
い
る
か
。
 
 

【
A
】
 
こ
れ
ま
で
の
■
成
果
と
し
て
 
 

杉
並
区
の
工
業
‖
ロ
同
校
が
5
月
に
3
 
 

泊
4
口
、
大
元
で
2
泊
し
天
売
で
 
 

は
†
供
達
と
の
交
流
も
さ
れ
る
。
 
 

門
Q
】
誘
致
運
動
の
城
児
と
言
う
 
 

が
、
ど
ん
な
運
動
着
L
て
き
た
の
 
 

じ
 
 

門
A
】
留
萌
、
卜
川
管
内
甲
各
学
 
 

校
を
回
り
チ
ラ
シ
の
配
布
。
ツ
7
 
 

－
関
連
へ
の
事
業
所
の
呼
び
か
け
、
 
 

観
光
協
会
と
し
て
も
札
幌
で
は
観
 
 

光
振
興
機
構
へ
の
働
き
か
け
を
行
 
 

．
－
 
 
ヽ
一
一
U
 
．
．
、
・
カ
 
 

【
A
】
以
前
描
を
捕
瞳
L
処
分
す
 
 

る
こ
と
を
検
討
L
た
が
、
愛
護
団
 
 

体
の
抗
議
が
あ
り
実
施
Ⅲ
米
な
か
 
 

っ
た
。
そ
の
後
避
妊
を
獣
医
に
寄
 
 

託
し
た
り
L
た
が
、
繁
殖
力
が
強
 
 

く
効
果
が
上
が
ら
ず
、
検
討
し
て
 
 

い
る
が
有
効
な
手
段
が
な
い
。
 
 

【
Q
】
狩
猟
免
許
取
得
奨
励
金
の
 
 

内
容
に
つ
い
て
。
 
 

【
A
】
猟
銃
の
■
講
習
会
受
謹
講
習
 
 

∧
ム
申
し
込
み
†
数
料
、
狩
猟
免
許
 
 

予
肺
講
習
費
、
申
請
手
数
料
の
補
 
 

助
で
あ
る
。
 
 

【
Q
】
単
独
住
宅
の
管
椰
事
業
費
 
 

1
3
．
7
2
6
下
円
即
内
訳
ほ
。
 
 
 

【
A
】
 
家
賃
収
人
－
⊥
n
J
．
4
9
2
 
 

干
円
と
共
益
金
7
7
6
丁
円
が
主
 
 

な
も
の
で
あ
る
。
 
 

【
Q
］
共
益
金
月
額
呂
n
D
円
で
 
 

腑
え
る
の
か
。
 
 

【
A
】
管
理
費
等
で
支
出
増
も
予
 
 

想
さ
れ
る
が
、
。
。
几
＝
U
ハ
‖
円
を
維
持
 
 

L
た
い
。
 
 

【
Q
u
 
財
源
と
な
る
家
賃
収
人
か
 
 

ら
管
嘩
費
等
の
支
出
内
容
を
明
ら
 
 

か
に
L
た
上
で
予
算
計
上
す
べ
き
 
 

は
。
 
 

共
益
要
は
内
容
を
指
香
L
、
再
検
 
 

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 
 

［
A
】
家
賃
収
入
か
ら
維
持
管
印
 
 

章
を
斉
L
引
い
て
残
高
を
積
み
立
 
 

て
て
い
く
、
共
益
金
に
つ
い
て
は
 
 

従
来
か
ら
の
金
額
古
参
考
に
L
た
。
 
 

【
Q
】
 
維
持
管
押
費
を
町
が
負
拇
 
 

を
し
低
家
賃
で
人
屑
さ
せ
た
い
と
 
 

の
意
向
は
理
解
す
る
が
、
将
来
の
 
 

人
規
模
改
修
等
在
朝
心
定
L
た
と
 
 

き
、
見
通
L
は
立
つ
の
か
。
 
 

H
A
】
 
家
賃
収
入
、
止
ハ
益
金
等
関
 
 

係
課
で
確
認
を
L
な
が
ら
執
行
L
 
 
 

っ
て
い
る
。
町
良
が
上
京
の
折
に
 
 

は
、
学
校
訪
問
等
も
行
っ
て
き
た
。
 
 



て
い
く
。
解
体
⊥
零
等
も
含
め
新
 
 

た
に
シ
ミ
ュ
レ
2
∴
ン
ヨ
ン
を
示
し
 
 

た
い
。
 
 

【
Q
】
A
［
宿
誘
致
対
応
事
業
費
の
 
 

内
訳
は
。
 
 

【
A
】
大
宇
野
球
部
の
A
＝
宿
を
榔
心
 
 

娃
L
ブ
ル
ペ
ン
の
設
置
・
撤
去
等
 
 

の
柴
用
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
 
 

【
Q
】
蔵
相
雌
犬
宇
野
球
部
が
来
 
 

る
こ
と
を
想
定
L
た
と
言
う
が
2
2
 
 

年
度
は
来
る
の
か
。
 
 

【
A
】
現
在
の
と
こ
ろ
合
宿
は
地
 
 

理
と
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
。
 
 

【
Q
】
 
ス
ポ
【
ツ
公
園
の
施
設
は
、
 
 

A
］
宿
誘
致
を
視
野
に
常
備
を
し
て
 
 

き
た
。
今
緯
の
誘
致
の
見
通
L
を
 
 

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 
 

【
A
】
社
会
療
育
群
が
窓
口
と
な
 
 

り
合
宿
誘
致
要
綱
等
を
作
城
L
文
 
 

化
面
に
も
拡
げ
誘
致
運
動
着
推
進
 
 

L
た
い
。
 
 

【
Q
】
亜
細
亜
大
学
野
球
部
が
釆
 
 

な
い
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
予
算
は
 
 

計
ヒ
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
 
 

は
な
い
。
 
 

［
A
】
今
操
の
■
誘
致
に
も
必
要
な
 
 

設
備
で
も
あ
り
、
全
般
的
に
考
え
 
 

予
算
を
計
上
し
た
。
 
 

【
Q
山
 
町
道
植
樹
桝
整
備
の
内
案
 
 

。
 
 

［
A
】
福
寿
川
の
南
側
に
花
甫
を
 
 

5
0
0
本
植
え
る
予
定
。
 
 

【
Q
】
 
U
I
∫
中
型
緑
が
減
っ
て
き
て
 
 

【
Q
】
 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
 
 

て
、
従
来
の
マ
ッ
プ
は
津
波
へ
の
 
 

対
応
に
不
安
が
あ
る
。
避
難
路
や
 
 

避
難
壕
所
で
の
心
得
等
も
押
入
さ
 
 

れ
る
と
よ
い
と
思
う
。
 
 

【
A
】
道
に
お
い
て
は
、
津
波
浸
 
 

水
予
測
図
等
を
作
成
中
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
ら
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
避
 
 

難
場
所
こ
嘩
難
ル
ー
ト
な
ど
も
十
 
 

分
に
配
慮
L
た
い
。
 
 

い
る
。
植
樹
由
計
画
は
な
い
か
。
 
 

［
A
】
 
2
2
年
度
小
に
、
町
中
の
■
街
 
 

路
樹
巷
ど
の
様
に
育
成
L
て
い
く
 
 

か
を
関
係
諜
で
協
議
右
L
、
計
画
 
 

的
に
斬
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 
 

【
Q
］
街
路
灯
の
取
辞
え
補
修
丁
 
 

事
柴
の
内
訳
は
。
 
 

【
A
】
街
路
灯
は
現
在
4
5
9
某
 
 

あ
る
。
今
ま
で
5
9
基
修
理
L
た
が
 
 

老
朽
化
も
激
し
い
、
2
2
年
蛙
は
3
0
 
 

基
を
修
理
す
る
。
 
 

【
Q
】
道
路
の
新
設
改
良
工
事
は
 
 

ど
こ
か
。
 
 

【
A
u
築
別
高
台
3
線
と
焼
尻
の
 
 

白
浜
、
東
浜
等
の
簡
易
舗
装
工
事
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

【
Q
】
合
宿
誘
致
の
担
当
課
が
変
 
 

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
誘
致
推
 
 

進
の
た
め
の
予
算
ほ
ど
う
考
え
て
 
 

い
る
の
か
。
 
 

【
A
】
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
 
 

補
助
金
と
し
て
印
万
円
右
計
L
し
 
 

て
い
る
ひ
 
 

【
Q
】
合
宿
支
援
だ
け
に
当
て
る
 
 

の
か
、
誘
致
運
動
ほ
ど
う
す
る
の
 
 

か
。
 
 

【
A
】
合
宿
柴
の
■
一
部
を
補
助
し
 
 

誘
致
運
動
に
も
当
て
た
い
。
 
 

【
Q
】
合
宿
は
地
域
経
済
に
効
果
 
 

を
及
ば
す
だ
ろ
う
が
、
各
学
校
の
 
 

活
動
に
助
成
す
る
こ
と
ほ
矛
盾
を
 
 

感
じ
る
が
ど
う
か
。
 
 

【
A
】
 
合
宿
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
 
 

っ
て
、
学
校
間
の
交
流
や
ち
び
っ
 
 

r
教
室
の
開
催
等
地
元
の
文
化
ス
 
 

ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に
通
じ
る
も
の
 
 

と
考
え
る
。
 
 

【
Q
】
道
内
各
地
で
も
大
掛
か
り
 
 

な
誘
致
連
動
を
展
開
し
て
い
る
積
 
 

極
的
、
継
続
的
な
運
動
巷
進
め
る
 
 

こ
と
が
肝
要
と
出
心
う
が
。
 
 

【
A
】
関
係
課
と
も
十
分
に
協
議
 
 

L
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
 
 

も
所
用
し
広
く
発
信
し
て
い
き
た
 
 

。
 
 

【
Q
】
社
会
教
育
施
設
整
備
⊥
事
 
 

請
負
喜
の
内
訳
に
つ
い
て
 
 

【
A
】
 
サ
ッ
カ
1
場
の
フ
ェ
ン
ス
 
 

の
値
押
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
ポ
 
 

ン
プ
の
取
替
え
工
事
等
。
 
 

【
Q
】
町
民
の
■
健
康
づ
く
り
の
施
 
 

設
と
し
て
の
パ
【
ク
ゴ
ル
フ
場
の
 
 

協
力
金
と
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
料
 
 

金
に
不
公
平
感
が
な
い
か
。
 
 

【
A
】
 
リ
フ
ト
料
金
は
少
L
高
い
 
 

と
思
う
が
、
今
減
恕
す
る
考
え
は
 
 

な
い
。
 
 

【
Q
】
親
ナ
で
半
口
ス
キ
ー
を
楽
 
 

L
む
と
5
千
円
は
か
か
る
。
 
 
 

パ
事
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
協
力
金
 
 

を
入
れ
な
い
で
プ
レ
ー
を
L
て
い
 
 

る
実
態
も
あ
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。
 
 

【
A
】
 
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
協
力
 
 

金
で
ス
タ
ー
ト
L
て
お
り
プ
レ
ー
 
 

ヤ
ー
の
正
し
い
マ
ナ
【
巷
強
く
期
 
 

待
L
た
い
。
 
 

【
Q
】
学
校
給
食
の
地
元
食
材
の
 
 

利
用
は
ど
う
か
。
 
 

H
A
】
使
え
る
金
柑
は
可
能
な
限
 
 

り
利
用
し
て
い
る
。
地
元
か
ら
の
 
 

申
し
込
み
も
あ
る
。
 
 

【
Q
】
 
利
用
に
つ
い
て
、
生
産
者
 
 

と
の
話
し
缶
い
を
持
つ
事
が
必
要
 
 

で
は
な
い
か
。
 
 

【
A
】
今
後
は
、
旬
の
■
食
材
の
活
 
 

用
な
ど
巷
考
え
農
協
や
漁
協
と
の
 
 

話
L
合
い
を
考
え
た
い
。
 
 

【
Q
】
学
校
児
竜
図
書
は
毎
年
予
 
 

算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
状
 
 

況
は
ど
う
か
。
 
 

【
A
】
．
木
売
暁
尻
腰
で
は
朝
読
書
 
 

巷
実
施
し
て
い
る
が
、
市
街
校
で
 
 

は
統
一
し
た
活
動
は
聞
い
て
い
な
 
 

．
1
 
0
 
 

．
】
｝
 
 

【
Q
】
国
際
読
書
年
を
迎
え
る
に
 
 

当
た
っ
て
の
具
体
的
な
方
策
は
。
 
 

【
A
】
一
冊
の
塵
と
の
出
会
い
を
 
 

大
切
に
、
占
い
同
書
の
聴
牒
な
ど
 
 

も
含
め
本
に
触
れ
合
う
機
会
を
多
 
 

く
し
意
欲
を
高
め
た
い
。
 
 

【
Q
】
小
中
学
校
教
育
柴
の
巾
に
、
 
 

パ
ソ
コ
ン
の
借
り
上
げ
と
あ
 
る
 
 

が
、
教
師
用
の
配
恕
は
、
ま
た
個
 
 

人
情
報
等
の
流
出
が
よ
く
聞
か
れ
 
 

る
が
、
管
理
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
 
 

か
。
 
 

【
A
】
教
師
用
は
一
人
一
台
の
パ
 
 

ソ
コ
ン
右
配
置
し
て
い
る
。
 
 
 

情
報
由
■
管
理
に
つ
い
て
は
万
令
 
 
 



【
Q
】
特
養
ホ
ー
ム
の
第
一
期
工
 
 

事
が
終
わ
り
6
0
人
が
ユ
ニ
ッ
ト
に
 
 

移
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
ド
ア
な
ど
 
 

の
一
部
手
直
L
⊥
事
が
あ
り
、
そ
 
 

の
費
用
が
3
0
0
方
円
支
出
さ
れ
、
 
 

今
後
更
に
補
修
の
た
め
。
u
∧
‖
U
n
目
方
 
 

円
の
予
算
巷
計
上
L
た
と
の
こ
と
、
 
 

そ
の
内
容
の
説
明
を
。
 
 

【
A
】
非
常
口
の
段
差
の
解
消
や
 
 

ド
ア
の
開
放
等
の
工
事
が
主
な
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

【
Q
】
新
L
い
建
物
に
ご
十
万
円
 
 

近
い
予
算
を
支
出
す
る
こ
と
に
問
 
 

題
が
あ
る
。
何
故
そ
の
様
に
な
っ
 
 

た
の
か
、
し
つ
か
り
と
検
証
す
る
 
 

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
 
 

【
A
】
消
防
法
⊥
、
ま
た
施
工
上
 
 

か
ら
は
問
題
は
な
い
が
、
完
成
後
 
 

現
場
か
ら
不
和
A
‖
な
部
分
や
不
安
 
 

を
感
じ
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
判
 
 

明
し
改
良
補
修
直
す
る
こ
と
と
し
 
 

た
。
設
計
段
階
で
の
打
ち
合
わ
せ
 
 

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
 
 
 

を
期
す
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。
 
 

【
Q
】
 
ソ
フ
ト
の
更
新
時
等
に
お
 
 

け
る
配
慮
ほ
。
 
 

【
A
】
新
規
購
入
等
L
な
が
ら
万
 
 

全
を
尽
く
し
て
い
る
。
 
 

び
し
た
い
。
 
 

二
期
工
事
に
向
け
十
分
に
検
証
L
 
 

て
い
き
た
い
。
 
 

【
Q
】
羽
幌
川
か
ら
取
水
堰
工
事
 
 

が
町
外
の
業
者
で
行
っ
て
い
る
 
 

が
、
町
内
の
業
者
で
は
施
工
で
き
 
 

な
い
か
。
 
 

【
A
】
 
3
年
間
の
委
託
工
事
と
い
 
 

う
こ
と
で
公
募
L
た
が
地
元
業
者
 
 

か
ら
の
申
L
込
み
が
な
か
っ
た
。
 
 

【
Q
】
 
そ
も
そ
も
非
常
時
等
を
想
 
 

定
し
た
時
、
地
元
業
者
が
大
出
と
 
 

思
う
が
ど
う
か
ひ
 
 

【
A
】
地
．
．
ル
業
者
が
応
募
L
て
く
 
 

れ
る
こ
と
を
期
待
L
た
い
。
 
 

【
Q
】
水
道
事
業
の
資
産
の
部
の
 
 

現
金
保
管
は
、
ど
の
様
な
方
法
で
 
 

伽
管
し
て
い
る
の
か
。
 
 

【
A
】
預
金
通
帳
に
よ
る
保
管
で
 
 

あ
る
。
 
 

【
Q
】
金
利
面
か
ら
み
て
、
普
通
 
 

預
金
よ
り
定
期
預
金
の
方
が
有
利
 
 

で
は
な
い
か
。
 
 

【
A
】
 
ペ
イ
オ
フ
の
事
も
あ
り
普
 
 

通
預
金
に
L
て
き
た
が
、
監
査
委
 
 

員
か
ら
の
指
導
も
あ
り
昧
管
方
法
 
 

に
つ
い
て
、
財
碑
課
と
も
相
談
L
 
 

善
処
L
た
い
。
 
 
 

町
長
は
、
町
政
執
行
方
針
の
中
 
 

に
「
元
気
な
附
づ
く
り
．
を
訴
え
 
 

ま
L
た
が
、
経
済
の
活
性
化
が
な
 
 

さ
れ
な
け
れ
ば
元
気
と
は
言
え
ま
 
 

せ
ん
。
 
 
 

農
業
・
漁
業
・
商
工
業
を
ど
う
 
 

元
気
に
す
る
の
か
。
 
 

民
間
の
力
甚
持
つ
だ
け
で
な
く
、
 
 

行
政
口
ら
が
積
極
的
に
取
り
組
む
 
 

こ
と
が
、
新
た
な
仕
糾
み
を
作
り
 
 

出
L
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
 
 
 

従
来
か
ら
、
農
水
産
物
の
一
次
 
 

産
‖
リ
リ
に
付
加
価
値
を
付
け
て
の
販
 
 

売
、
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
 
 

政
が
主
体
的
に
斬
り
組
む
こ
と
を
 
 

訴
え
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

他
地
域
で
は
様
々
年
取
り
経
み
 
 

を
試
み
て
い
ま
す
。
 
 

羽
幌
町
に
於
い
て
も
轄
業
団
体
と
 
 

連
携
し
新
た
な
産
業
の
創
出
に
］
■
止
 
 

非
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 
 
 

こ
の
■
度
甲
尚
丁
会
を
中
心
と
し
 
 

た
地
域
活
性
化
戦
略
会
議
の
某
本
 
 

条
例
は
時
期
と
し
て
的
を
得
た
方
 
 

法
由
一
つ
と
考
え
ま
す
。
 
 
 

農
水
産
業
〔
第
一
次
産
業
〕
 
の
■
 
 

産
〓
ロ
リ
を
加
⊥
 
〔
第
二
次
産
業
〕
L
 
 

流
通
販
売
〔
第
二
次
産
業
〕
す
る
 
 

事
で
そ
甲
件
業
の
可
能
性
、
活
性
 
 

化
。
他
産
業
と
の
提
携
な
ど
で
町
 
 

全
体
の
清
作
化
、
そ
L
て
雇
用
の
 
 

創
出
な
ど
様
々
な
経
済
効
果
が
年
 
 

ま
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 
 

是
非
、
員
体
的
な
取
り
組
み
を
官
 
 

民
一
体
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
る
こ
 
 

と
を
期
待
L
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
 
 

い
て
埋
草
者
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
 
 

【
町
長
】
六
次
産
業
の
創
設
は
町
 
 

に
元
気
を
与
え
る
も
の
と
居
い
ま
 
 

す
。
一
次
偉
業
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
 
 

甲
年
産
倣
先
に
知
恵
を
放
り
、
二
 
 

次
高
一
．
次
産
業
甲
⊥
夫
を
加
え
取
り
 

組
み
L
て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
 
 

意
味
で
の
協
働
の
形
で
も
あ
る
。
 
 
 

我
が
町
の
産
物
に
も
全
国
に
誇
 
 

れ
る
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

粘
り
強
く
、
力
巷
A
〓
わ
せ
て
耽
 
 

り
組
む
気
持
ち
を
大
帝
に
し
な
が
 
 

ら
、
六
次
産
業
創
出
に
向
け
て
の
■
 
 

体
制
づ
く
り
に
役
場
の
枯
断
的
な
 
 

連
携
巷
と
り
な
が
ら
町
の
活
性
化
、
 
 

元
気
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
 
 

っ
て
い
ま
す
。
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⑳
 
 

幽
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．
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、
 
 

〔
平
成
2
2
年
1
月
1
9
日
開
催
）
 
 
 

韓
墟
整
備
計
画
由
 
 
 

進
捗
状
況
旺
 
 

ヨ
胎
ぞ
 
 
 

0
資
料
に
基
づ
き
概
要
説
明
を
受
 
 

け
る
。
 
 

・
国
の
■
港
湾
予
算
が
事
業
仕
分
け
 
 

に
よ
り
平
成
2
1
年
度
比
で
約
叩
％
 
 

程
度
感
蔀
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

・
巾
虫
埠
頭
は
2
4
年
度
ま
で
要
望
 
 

L
て
い
る
。
離
島
を
抱
え
て
い
る
 
 

こ
と
も
あ
り
、
重
点
的
に
開
発
建
 
 

設
部
に
要
請
L
て
い
る
。
 
 

・
整
備
は
過
去
に
も
延
淳
た
経
緯
 
 

も
あ
り
、
計
画
ど
お
り
施
工
さ
れ
 
 

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
 
 

・
取
り
付
け
道
路
は
開
廷
で
法
線
 
 

と
事
業
崇
等
の
■
提
案
を
L
て
貰
い
 
 

内
部
検
討
の
結
果
、
2
条
解
り
■
付
 
 

け
道
路
か
ら
大
通
1
丁
白
〔
5
間
 
 

道
路
〕
を
経
て
、
国
道
に
川
す
ル
 
 

ー
ト
で
、
既
存
道
路
を
活
用
し
一
 
 

番
現
実
的
と
L
て
今
後
検
討
し
て
 
 

い
く
と
言
う
結
論
と
な
っ
た
。
 
 

【
質
問
】
現
状
の
道
路
を
整
備
す
 
 

る
の
か
。
そ
の
ま
ま
で
と
考
え
て
 
 

い
る
の
か
。
 
 

【
回
答
】
現
状
の
■
ま
ま
と
考
え
て
 
 

い
る
。
 
 

【
質
問
】
 
町
が
決
め
た
ル
ー
ト
に
 
 

射
し
、
通
り
■
や
す
い
ル
ー
ト
は
他
 
 

に
も
あ
る
。
大
利
市
輌
の
防
止
が
 
 

州
乗
な
い
の
で
は
。
 
 

門
回
答
】
公
道
で
あ
り
規
制
出
来
 
 

な
い
が
、
要
所
に
表
示
板
等
を
取
 
 

り
付
け
た
い
。
 
 

【
質
問
】
繭
1
丁
目
5
間
道
路
は
、
 
 

2
条
通
り
と
同
じ
幅
で
大
型
車
が
 
 

回
る
の
に
心
配
な
い
と
言
う
が
大
 
 

丈
夫
か
。
ま
た
、
地
盤
は
大
丈
夫
 
 

な
の
か
。
道
路
調
盤
を
閑
建
が
実
 
 

施
L
終
了
次
第
報
告
す
る
と
し
て
 
 

い
た
が
、
今
だ
そ
の
報
告
が
な
い
。
 
 

門
回
答
】
左
折
の
■
時
は
中
央
線
古
 
 

少
し
は
み
出
す
と
思
う
。
交
通
安
 
 

全
上
の
対
策
を
検
討
す
る
。
地
質
 
 

に
つ
い
て
は
下
水
道
の
実
施
時
期
 
 

の
デ
ー
タ
ー
で
安
食
性
が
あ
る
。
 
 

関
連
が
調
香
し
た
道
路
調
査
は
簸
 
 

で
調
べ
回
茶
す
る
。
 
 

【
質
問
】
 
1
丁
臼
5
問
通
り
は
歩
 
 

道
が
狭
く
、
か
な
り
傷
ん
で
い
る
。
 
 

整
備
は
考
え
て
い
る
の
か
。
 
 

【
回
答
】
随
時
補
修
L
て
い
く
。
 
 

【
質
問
】
 
ホ
テ
ル
か
ら
フ
ェ
リ
ー
 
 

甚
結
ぶ
連
絡
道
路
〔
5
問
過
り
・
 
 

摘
か
ら
右
折
L
た
臨
港
通
り
〕
 
は
 
 

景
址
的
に
も
良
く
な
く
、
特
に
臨
 
 

港
道
路
は
歩
道
も
な
く
長
雨
毎
時
 
 

に
水
浸
し
の
危
険
件
も
あ
り
■
整
備
 
 

す
べ
き
と
思
う
。
 
 

【
回
答
】
 
了
解
L
た
。
 
 

【
質
問
】
 
■
平
成
2
2
年
度
に
は
臨
港
 
 

道
路
周
辺
の
■
住
民
に
説
明
し
、
安
 
 

全
対
策
や
様
々
な
意
見
を
聞
く
必
 
 

要
が
あ
る
と
思
う
が
。
 
 

【
回
答
】
 
了
解
し
た
。
 
 

（
平
成
2
2
年
2
月
9
日
開
催
）
 
 

癖
産
愈
韓
駒
紀
 
 

雪
肌
掴
首
 
 

0
資
料
に
基
づ
き
概
要
説
明
を
受
 
 

け
る
。
 
 

・
刺
網
被
害
対
策
共
同
利
用
事
業
 
 

と
L
て
平
成
1
5
年
度
か
ら
3
分
の
 
 

1
補
助
在
英
施
。
 
 

・
町
単
独
で
漁
業
近
代
化
資
金
利
 
 

子
補
給
実
施
。
 
 

・
平
成
2
2
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
 
 

水
産
物
新
荷
捌
施
設
取
水
常
設
置
 
 

事
業
と
漁
業
経
営
健
全
化
促
進
彗
 
 

金
利
†
補
給
事
業
及
び
漁
業
緊
急
 
 

保
証
対
策
資
金
利
†
補
給
車
葉
巻
 
 

実
施
す
る
。
 
 

【
質
問
】
 
ト
ド
被
害
が
大
き
く
、
 
 

操
業
が
減
っ
て
い
る
と
の
説
明
だ
 
 

が
、
必
ず
L
も
リ
ン
ク
L
て
い
る
 
 

と
は
考
え
づ
ら
い
、
理
由
等
を
把
 
 

捏
L
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
 
 

う
。
漁
師
や
漁
協
に
政
策
を
生
か
 
 

す
た
め
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
故
 
 

L
い
。
 
 

【
回
答
】
体
系
的
な
調
査
と
実
施
 
 

状
況
の
確
認
に
つ
い
て
は
必
要
 
 

だ
、
今
後
調
査
を
L
っ
か
り
や
っ
 
 

て
い
く
。
 
 

【
質
問
】
就
労
人
〓
も
多
く
、
水
 
 

揚
げ
も
か
な
り
あ
る
。
近
代
化
資
 
 

金
に
つ
い
て
根
本
的
に
考
え
て
も
 
 

良
い
の
で
は
。
 
 

【
回
答
】
漁
船
が
ほ
ぼ
近
代
化
資
 
 

金
を
借
り
る
メ
イ
ン
に
な
る
の
 
 

で
、
漁
船
数
が
ベ
ー
ス
に
な
る
と
 
 

思
う
。
羽
幌
が
今
4
D
5
で
管
内
で
は
 
 

か
な
り
多
く
、
苫
前
と
同
じ
率
で
 
 

申
込
が
あ
っ
た
場
合
1
．
2
0
0
 
 

万
円
で
ほ
済
ま
な
い
。
そ
の
辺
り
 
 

の
■
見
極
め
が
難
し
く
苦
慮
L
て
い
 
 

る
。
 
 

【
意
見
】
町
財
政
の
中
で
無
制
限
 
 

に
増
え
て
い
く
こ
と
は
避
け
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
次
の
課
題
と
 
 

L
て
検
討
し
て
故
L
い
。
 
 
 

凸
平
成
2
2
年
2
月
9
日
開
催
）
 
 
 

盛
典
試
験
汚
薗
 
 
 

運
営
状
況
旺
 
 

慧
肌
掴
雷
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0
農
業
試
験
所
の
運
常
は
大
き
く
 
 

分
け
て
3
つ
の
事
業
。
 
 

・
施
設
管
理
業
務
は
試
験
所
の
は
 
 

塙
を
含
由
令
て
の
管
理
に
関
す
る
 
 

業
務
。
 
 

。
平
成
H
年
か
ら
始
ま
っ
た
ビ
ル
 
 

ベ
リ
ー
の
試
験
栽
培
で
現
在
3
0
株
 
 

育
成
中
。
平
行
L
て
ブ
ル
ー
ペ
リ
 
 

Ⅰ
の
品
種
試
験
と
し
て
5
種
類
洲
 
 

本
の
筒
音
は
場
に
定
着
L
て
い
 
 

る
。
成
黒
は
約
6
0
厄
収
穫
L
、
町
 
 

栄
養
教
室
と
一
部
を
農
協
女
性
部
 
 

へ
依
頼
し
活
用
方
法
を
検
討
L
て
 
 

い
る
。
 
 

・
農
業
林
験
は
、
保
育
所
と
に
じ
 
 

い
ろ
の
2
団
体
で
馬
鈴
薯
の
作
付
 
 

け
巷
L
て
い
る
。
他
の
幼
稚
園
や
 
 

小
学
校
等
希
望
が
あ
れ
ば
、
ほ
項
 
 

を
貸
す
予
定
で
あ
る
。
 
 

【
質
問
】
プ
ル
2
ベ
リ
ー
約
6
0
k
g
 
 

の
収
穫
、
活
用
ム
磋
の
検
討
と
の
 
 

説
明
だ
が
、
今
後
の
■
方
向
は
。
 
 

【
回
答
】
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
農
家
 
 

に
普
及
す
る
た
め
に
栽
培
L
た
の
 
 

で
は
な
く
、
対
象
試
験
と
し
て
導
 
 

人
L
た
ひ
定
着
、
収
椎
等
だ
い
た
 
 

い
結
論
が
出
た
。
試
験
的
な
も
の
 

は
終
わ
り
に
し
て
、
今
韓
、
背
理
 
 

か
ら
活
用
の
方
法
を
ど
こ
か
の
■
団
 
 

体
に
や
っ
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
 
 

い
る
。
 
 

（
平
成
2
2
年
－
月
拍
日
開
催
）
 
 

町
単
独
撞
宅
鉛
 
 
 

管
理
運
営
旺
ヨ
地
雷
 
 

＊
雇
用
促
進
住
宅
買
取
り
に
伴
っ
 
 
 

て
条
例
を
制
定
す
る
。
 
 

【
質
問
】
離
島
よ
り
の
■
入
院
患
者
 
 

の
家
族
な
ど
が
一
時
的
に
入
居
す
 
 

る
た
め
の
対
応
は
条
例
の
中
に
可
 
 

能
か
。
 
 

【
回
答
】
今
後
、
検
討
巷
L
て
み
 
 

た
い
。
 
 

【
質
問
】
駐
車
場
の
利
用
料
金
の
 
 

徴
収
巷
入
居
条
件
に
入
れ
る
か
、
 
 

あ
る
い
ほ
契
約
書
に
明
記
す
る
か
 
 

苛
、
入
居
後
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
 
 

L
な
い
よ
う
留
意
が
必
要
で
は
。
 
 

【
回
答
】
現
行
の
塾
約
等
が
あ
る
 
 

の
で
、
将
来
的
に
ほ
公
常
住
宅
の
 
 

酢
世
塵
と
同
様
、
月
観
で
徴
収
を
 
 

す
る
よ
う
検
討
喜
L
た
い
。
 
 
 

ま
た
、
自
治
会
と
も
詣
L
A
口
い
 
 

管
理
甲
方
法
を
確
認
し
た
い
。
 
 

【
質
問
】
住
宅
を
背
理
す
る
役
場
 
 

が
近
く
に
あ
る
の
に
管
理
人
の
採
 
 

用
は
必
要
か
。
 
 

【
回
答
】
関
係
課
と
協
議
の
結
果
 
 

管
錘
人
は
置
か
な
い
こ
と
と
L
た
。
 
 

個
Å
住
宅
故
橿
 
 
 

促
進
助
曲
事
集
配
 
 

ヨ
地
雷
 
 

＊
快
適
な
住
環
境
の
整
備
亜
び
に
 
 
 

町
内
建
設
業
者
の
振
興
及
び
雇
 
 
 

用
の
安
正
を
図
る
事
を
目
的
と
 
 
 

す
る
。
 
 

＊
補
助
金
 
総
額
 
5
0
D
万
円
 
 

＊
補
助
条
件
 
改
値
工
事
費
が
、
 
 
 

百
万
円
以
上
で
交
付
条
件
に
該
 
 
 

当
す
る
も
の
に
、
2
0
万
H
を
補
 
 
 

助
す
る
。
 
 

＊
3
年
間
の
時
限
条
例
と
す
る
。
 
 

【
質
問
】
空
き
家
で
古
く
危
険
と
 
 

見
ら
れ
る
建
物
も
多
く
あ
る
。
解
 
 

体
も
対
象
に
L
て
は
ど
う
か
。
 
 

【
回
答
】
今
回
は
増
改
築
の
み
を
 
 

対
象
と
L
て
い
る
、
空
き
家
苛
に
 
 

つ
い
て
は
、
別
途
方
法
を
考
え
て
 
 

み
た
い
。
 
 

離
島
航
路
改
善
 
 

協
議
血
餌
の
韻
置
把
 
 

ヨ
拍
雷
 
 

＊
協
議
会
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
 
 
 

説
明
を
受
け
る
。
 
 

【
意
見
】
離
島
航
路
は
、
国
道
で
 
 

あ
る
。
固
や
道
に
全
額
の
免
租
を
 
 

強
く
要
請
在
し
て
い
く
必
要
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

〔
平
成
2
2
年
2
月
相
田
開
催
）
 
 

蟻
剖
毒
著
者
Å
恭
琶
 
 

血
の
進
捗
状
況
監
 
 

慧
地
雷
 
 

＊
何
点
か
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
 
 

・
特
浴
槽
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
が
人
 
 
 

ら
な
い
。
 
 

・
お
湯
の
出
方
が
少
量
で
浴
槽
に
 
 
 

お
湯
巻
入
れ
る
の
に
時
間
が
か
 
 
 

か
る
。
 
こ
と
等
が
判
明
む
 
 
 

配
管
の
取
り
替
え
な
ど
改
善
を
 
 
 

図
り
た
い
。
 
 

［
意
見
】
新
年
度
か
ら
の
多
床
棟
 
 

建
設
で
は
、
現
場
職
員
と
の
連
絡
 
 

を
密
に
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
 
 

る
。
 
 

蟄
宙
施
誼
整
備
 
 

基
垂
の
講
置
旺
 
 

慧
帆
掴
ぞ
 
 

＊
2
1
年
度
に
は
、
2
偵
円
。
 
 
 

2
2
年
圧
ほ
、
1
億
円
を
棲
み
立
 
 
 

て
、
そ
の
後
は
財
政
伏
加
古
岩
見
 
 
 

極
め
な
が
ら
積
み
立
て
た
い
。
 
 

＊
2
2
年
度
は
、
羽
幌
小
学
校
校
舎
 
 
 

の
耐
力
庶
調
査
を
実
施
す
る
。
 
 

≡
息
見
】
小
学
校
の
改
築
と
合
わ
 
 

せ
保
育
所
の
併
設
も
視
野
に
人
れ
 
 

て
教
育
委
員
A
モ
L
L
て
も
検
討
L
 
 

て
見
る
こ
と
も
必
要
で
は
。
 
 
 

＼
㌔
き
プ
 ／

 
 

為
＝
思
念
璧
聖
V
 
 
 

メ
 ／

．
＼
㌔
 
 

．
・
′
㌔
 

【
2
月
u
 
 

9
日
・
総
務
産
業
常
任
重
点
会
 
 

川
日
・
医
療
問
題
調
査
研
究
特
別
 
 

要
員
会
 
 
 

・
文
教
厚
生
常
什
委
員
会
 
 

1
7
日
■
第
1
回
羽
幌
町
議
会
臨
時
 
 

会
 
 
 

・
議
員
説
明
会
 
 
 

〔
3
月
〕
 
 

4
日
・
議
会
運
営
委
員
会
 
 

9
～
1
2
日
■
第
2
回
羽
幌
町
議
会
 
 

定
例
会
 
 
 

・
議
員
説
明
会
 
 
 

・
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
 
 
 

・
医
療
問
題
調
査
研
究
特
別
 
 

委
員
会
 
 
 

〔
4
月
】
 
 

1
4
日
■
議
会
広
報
特
別
委
員
会
 
 

柏
日
・
文
教
厚
生
満
作
委
員
会
 
 

川
口
・
第
3
凶
羽
幌
町
議
会
臨
時
 
 

会
 
 
 

・
議
会
運
営
委
員
会
 
 

2
1
日
∴
議
会
広
報
特
別
垂
員
会
 
 

田
禰
 
㈲
大
栄
印
刷
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